
主なお知らせ

安心・安全な水道水を届けるために
ひと・輝きプロジェクト
心といのちをはぐくむ食農
インフルエンザの予防接種
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蛇
口
を
回
す
と
す
ぐ
に
出
て
く
る
水

道
水
は
、飲
料
水
や
家
事
、入
浴
な
ど
、わ

た
し
た
ち
の
生
活
と
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
、徳
山
・
新
南
陽
地
域
の
、上
水

道
・
簡
易
水
道
を
合
わ
せ
た
水
道
の
普
及

率
は
、92
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

本
市
が
誕
生
し
て
４
年
目
に
な
り
ま

す
が
、水
道
料
金
体
系
や
制
度
は
、合
併

前
の
体
系
や
制
度
を
引
き
継
い
だ
ま
ま

で
す
。

そ
こ
で
、徳
山
・
新
南
陽
地
域
で
統
一
し

た
水
道
料
金
体
系
や
検
針
収
納
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
に
、平
成
16
年
８

月
に
水
道
事
業
経
営
審
議
会
を
立
ち
上

げ
、市
民
の
皆
さ
ん
や
、学
識
経
験
者
な
ど

の
委
員
が
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

現
在
、水
道
局
で
は
、こ
の
審
議
会
か
ら

今
年
３
月
に
出
さ
れ
た
答
申
を
基
に
、水

道
料
金
の
統
一
に
向
け
て
、検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。

水
道
事
業
の
経
営
は
、公
営
企
業
と
し

て
、市
の
一
般
会
計
か
ら
独
立
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。

水
道
水
は
、わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
水
道
水
を
、安
定
し
て
届
け
る
た

め
に
は
、老
朽
化
の
進
ん
だ
設
備
を
更
新
し
、災
害
に
強
い
施

設
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、水
道
料
金
の
見
直

し
に
向
け
て
現
在
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
、今
後
も
経
営
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
ま
す
の
で
、理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
料
金
の
見
直
し
に
向
け
て

水
道
事
業
の
収
支

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に

安
心
・
安
全
な

水
道
水
を

届
け
る
た
め
に
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福
祉
や
教
育
な
ど
の
一
般
行
政
活
動

は
、主
な
財
源
が
税
金
で
あ
る
の
に
対
し

て
、水
道
事
業
の
経
営
に
必
要
な
費
用
の

大
部
分
は
、経
営
に
伴
う
収
入
、つ
ま
り
水

道
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
が
支
払
う
水
道

料
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
収
入
は
、水
道
メ
ー
タ
ー

の
設
置
数
が
増
加
し
て
い
る
反
面
、年
々

減
少
し
、財
政
的
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

こ
の
理
由
に
は
、水
資
源
や
環
境
に
配

慮
す
る
皆
さ
ん
の
意
識
の
変
化
や
、節
水

器
具
の
普
及
、ま
た
、少
子
高
齢
化
・
核
家

族
化
の
進
行
な
ど
で
一
戸
あ
た
り
の
水
使

問
合
せ

水
道
局
総
務
課
1
０
８
３
４
―
22
―

８
６
１
３

用
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

一
方
で
、支
出
は
、水
道
施
設
の
建
設

の
た
め
に
借
り
入
れ
た
借
金（
企
業
債
）の

返
済
や
支
払
い
利
息
、ま
た
、建
設
し
た
施

設
の
減
価
償
却
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。

本
市
の
場
合
、大
き
な
水
源
が
身
近
に

な
く
、昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
の
高
度
経

済
成
長
期
に
増
加
し
た
水
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、多
く
の
ダ
ム
建
設
に
参
画
し
、

投
資
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、本
市
の
地
理
的
な
条
件
な
ど
に

よ
り
、規
模
の
小
さ
い
浄
水
場
が
５
か
所

に
分
散
し
て
い
る
こ
と
も
、施
設
の
維
持

管
理
費
用
を
高
く
す
る
原
因
の
１
つ
で

す
。（
図
）

今
後
の
水
道
事
業
運
営
は
、施
設
を
拡

充
す
る
時
代
か
ら
、
既
存
の
施
設
を
維

持
・
管
理
し
て
い
く
時
代
に
移
行
し
ま
す
。

給
水
を
開
始
し
て
64
年
が
経
過
す
る

一
の
井
手
浄
水
場
を
は
じ
め
、老
朽
化
し

た
施
設
は
、計
画
的
な
更
新
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、今
後
も
水
道
水
を
安
定

し
て
供
給
し
て
い
く
た
め
に
は
、施
設
の
耐

震
化
工
事
を
行
う
な
ど
、災
害
に
強
い
施

設
を
作
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、新
た
な
課
題
に
的
確

安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施安心して飲める水を供給するために水質検査を実施

に
対
応
し
、こ
れ
か
ら
も
安
心
で
安
全
な

水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、多
額
の

経
費
が
必
要
に
な
り
、財
政
の
健
全
化
を

図
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

■
内
部
経
費
の
削
減

水
道
局
で
は
、財
政
の
健
全
化
を
図
る

た
め
に
、合
併
後
に
次
の
よ
う
な
経
営
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

●
浄
水
場
の
統
合
整
備
を
行
い
、遠
隔
操

作
に
よ
る
無
人
化

●
水
道
局
の
機
構
改
革
を
行
い
、業
務
の

一
元
化
に
よ
る
職
員
数
の
削
減

●
高
金
利
か
ら
低
金
利
の
企
業
債
へ
の
借

り
換
え
を
行
い
、支
払
い
利
息
の
削
減

■
今
後
の
課
題
と
取
り
組
み

水
道
局
で
は
、更
な
る
経
営
健
全
化
に

向
け
て
、次
に
掲
げ
る
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、一
層
効
率
的
な
管
理
運
営
に

努
め
、水
道
事
業
財
政
の
健
全
化
を
め
ざ

し
ま
す
。

●
合
併
に
伴
う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
削
減

●
災
害
に
強
い
施
設
の
整
備

水
道
局
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解

を
し
て
い
た
だ
け
る
料
金
の
統
一
に
向
け

て
、一
層
の
努
力
を
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

■市の給水拠点（図）

●

一の井手浄水場
●

●

健
全
な
水
道
財
源
の
た
め
に

島地川ダム
向道ダム 菅野ダム

川上ダム

末武川ダム

楠本浄水場
●

●
十軒屋浄水場 菊川浄水場

大迫田浄水場
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■採択したプロジェクト

ひ
と
・
輝
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ひ
と
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
の
ア
イ
デ
ア
を
あ
な
た
と
市
が
一
緒
に
実
現

ひ
と
・
輝
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
募
事
業
は
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
と
一
緒
に
進
め
る

「
ひ
と
づ
く
り
」
の
た
め
の
施
策
提
案
を
公
募
す
る
事
業
で
す
。

こ
の
た
び
、今
年
度
の
公
募
事
業
で
、4
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
採
択
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、提
案
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
度
採
択
し
た

ひ
と
・
輝
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

プロジェクト名（仮称）/提案者（順不同・敬称略）

プロジェクトの内容

「冒険遊び場」プロジェクト/太田（中川）明子、太田英一、

児玉春子

子どもが自分の責任で自由に遊べる自然を生かした遊

び場を作るとともに、プレイリーダーを育成する。

「まちデザイン」プロジェクト/田村隆弘

まちにあったら良いものを、みんなで考えるため、子ど

もから大人まで参加できるデザインコンテスト「周南デザ

インフェスタ」を開催する。あわせて、コンテストに参加す

るための公開講座を行う。

「交流の島」プロジェクト/プログラムOZ
オーズ

、

櫛浜地域活性化グループ華雲塾

大津島を再び若者の集う島にするため、文化イベント、

防災キャンプなどの各種キャンプを開催するとともに、も

てなしの心と場を育てる。

「子育てマップ」プロジェクト/太田（中川）明子、太田英一

乳幼児をもつ親に必要な情報を記載した街中の地図

「周南子育てバリアフリーマップ」を、子育て中の親が協力

して作成する。

決
定
。
今
年
度
の

ひ
と
・
輝
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト「ひと・輝きプレス」プロジェクト 「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたし発 防災防犯」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト「わたしのまち発見」プロジェクト

「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト

「
い
の
ち
に
学
ぶ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

「
い
の
ち
」や
自
然
環
境
に
つ
い

て
の
学
習
、研
究
、情
報
提
供
を
行
う

「
周
南
い
き
も
の
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
を
、徳
山
動
物
園
に
、周
南

地
域
の
生
物
系
の
教
員
、企
業
研
究
者

の
参
加
を
得
て
設
立
。
学
校
教
育
、生

涯
学
習
の
場
と
す
る
と
と
も
に
、生
命

科
学
の
研
究
拠
点
に

進
ち
ょ
く
状
況

施
設
整
備
に
つ
い
て

検
討
中

「
わ
た
し
発
防
災
防
犯
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

小
・
中
学
生
が
防
災
防
犯
対

策
に
つ
い
て
話
し
合
い
、家
族
や
近
隣
住

民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
、情
報
の
収

集
、地
域
防
災
防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

進
ち
ょ
く
状
況

９
月
10
日
「
桜
木

地
区
地
域
安
全
マ
ッ
プ
作
り
研
修
会
」

を
実
施
、10
月
16
日
・
18
日
、桜
木
小

学
校
の
５
年
生
と
地
区
住
民
が
「
桜
木

調
査
隊
！
桜
木
安
全
マ
ッ
プ
を
作
ろ

う
」
を
実
施
。「
桜
木
こ
ど
も
１
１
０
番

の
家
」
の
取
り
組
み
を
実
施（
桜
木
地

区
は
提
案
者
の
居
住
地
区
）

「
ワ
イ
ワ
イ
も
の
づ
く
り
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

学
校
教
育
及
び
学
外
の
体
験

型
科
学
教
育
、サ
イ
エ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
を

充
実
す
る
。
そ
の
た
め
の
人
材
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備

進
ち
ょ
く
状
況

７
月
29
日
・
10
月
７

日
・
10
月
８
日
・
28
日
・
11
月
４
日（
土
）

に「
ワ
イ
ワ
イ
も
の
づ
く
り
・
ロ
ボ
ッ
ト
製

作
教
室
」
を
実
施
。
11
月
11
日（
土
）・
12

日（
日
）、ピ
ピ
５
１
０
で「
ワ
イ
ワ
イ
も
の

づ
く
り
輝
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
実
施
予
定
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「
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、地
元
で
活
躍
す
る
人
を
講
師

に
、講
座
を
行
い
ま
す
。

対
象

市
内
の
小
・
中
学
生
、高
校
生

（
保
護
者
の
聴
講
も
可
）

日
時
と
内
容

▽
12
月
２
日（
土
）13

時
〜
15
時
、「
“し
ゃ
べ
る
”こ
と
が
天

職
」
講
師
…
大
谷
泰
彦
さ
ん（
フ
リ
ー

タ
レ
ン
ト
）▽
２
日
16
時
〜
18
時
、「
君

も
弁
護
士
に
な
れ
る
！
」
講
師
…
中
村

友
次
郎
さ
ん（
弁
護
士
）▽
３
日（
日
）

10
時
〜
12
時
、「
も
っ
と
本
物
の
冒
険
を

し
よ
う
！
」
講
師
…
原
康
司
さ
ん（
冒

険
家
）▽
３
日
13
時
〜
15
時
、「
報
道
と

テ
レ
ビ
の
現
場
か
ら
〜
」
講
師
…
向
田

好
美
さ
ん（
キ
ャ
ス
タ
ー
）▽
３
日
16
時

〜
18
時
、「
建
築
は
日
本
を
つ
く
る
。」

講
師
…
中
塩
和
彦
さ
ん（
建
築
家
）

場
所

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

受
講
料

無
料

定
員

各
講
座
50
人（
受
付
け
順
）

申
込
み

11
月
24
日（
金
）ま
で
に
、住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、は
が
き
・
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、企
画
課

※
当
日
集
め
ま
す
。

服
装

登
山
が
で
き
る
服
装

持
参
品

雨
具
、お
む
す
び
な
ど
の
食

料
と
飲
み
物

内
容

山
頂
で
、焼
き
そ
ば
、バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
・
わ
た
し
の
ま
ち
発
見
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ

定
員

40
人（
受
付
け
順
）

申
込
み

11
月
20
日（
月
）ま
で
に
、住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、は
が
き
・
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、企
画
課

「
わ
た
し
の
ま
ち
発
見
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は「
地
域
発
見
」コ
ー
ス
の
企
画
で
昇
し
ょ
う

仙せ
ん

峰ぼ
う（
戸
田
地
区
）登
山
を
行
い
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
す
る
人

日
時

11
月
26
日（
日
）９
時（
集
合
）

集
合
場
所

昇
仙
峰
登
山
口

参
加
費

５
０
０
円（
小
学
生
以
下
は

無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ

企
画
課
1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
７
８
・
5
０
８
３
４
―
22
―
８

４
７
５
・e

kikaku@
city.shunan.lg

.jp

・f
http://w

w
w
.hitokag

ayaki.info/

歴
史
と
信
仰
の
山

昇
仙
峰
に
登
ろ
う

夢
の
応
援
塾

「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト「わが子への手紙」プロジェクト 「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「ワイワイものづくり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト「木のぬくもり」プロジェクト

「
わ
が
子
へ
の
手
紙
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

誕
生
日
、入
学
、優
勝
な
ど
子

ど
も
に
と
っ
て
節
目
に
な
る
出
来
事
の

際
に
、わ
が
子
あ
る
い
は
地
域
の
子
ど

も
へ
の
思
い
を
手
紙
に
書
く
。
冊
子
に

し
て
子
育
て
中
の
人
に
配
布
す
る
ほ

か
、市
広
報
紙
に
定
期
的
に
掲
載

進
ち
ょ
く
状
況

広
報
し
ゅ
う
な
ん

の
毎
月
１
日
号
で「
子
ど
も
へ
の
手
紙
」

を
募
集
・
掲
載
中

「
わ
た
し
の
ま
ち
発
見
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

市
内
の
文
化
財
、名
勝
、ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
の
マ
ッ
プ
作
成
と
情

報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
整
備
。
そ
れ
ら
文

化
財
な
ど
の
整
備
・
管
理
を
兼
ね
た
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
。
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ま

ち
発
見
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
開
催

進
ち
ょ
く
状
況

７
月
22
日
、「
野
外

彫
刻
に
親
し
も
う
」
を
実
施
。６
月
〜

10
月
、福
川
中
学
校
の
総
合
学
習
の
時

間
に
「
ス
テ
キ
ビ
ト
発
見
」
を
実
施
。
11

月
26
日（
日
）、「
歴
史
と
信
仰
の
山
昇

仙
峰
に
登
ろ
う
」
を
実
施
予
定

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
マ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

空
き
施
設
で
あ
る
元
母
子
寮

を
、親
子
で
遊
べ
る
場
所
、母
親
の
サ
ー

ク
ル
活
動
の
場
所
と
し
て
整
備

進
ち
ょ
く
状
況

提
案
者
と
協
議
中

「
木
の
ぬ
く
も
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

廃
・
休
校
に
な
っ
た
校
舎
を
修

繕
・
活
用
し
て
、木
工
を
は
じ
め
と
す
る

も
の
づ
く
り
、各
種
講
座
や
体
験
学
習

を
実
施

進
ち
ょ
く
状
況

10
月
８
日
、小
畑
小

学
校
で
「
木
の
ぬ
く
も
り
開
校
式
」
を

実
施

「
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
若

者
の
相
談
、資
格
取
得
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

支
援
、就
業
情
報
の
収
集
・
提
供
を
総

合
的
に
行
う
体
制
の
整
備

進
ち
ょ
く
状
況

４
月
〜
12
月
、キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
「
周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ

レ
ッ
ジ
」
を
実
施
中
。
12
月
２
日（
土
）・

３
日（
日
）、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で「
夢

の
応
援
塾
」
を
実
施
予
定

「
し
み
ん
の
維
新
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

市
民
参
画
・
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
催

進
ち
ょ
く
状
況

提
案
者
と
協
議
中

「
ひ
と
・
輝
き
プ
レ
ス
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

市
民
の
若
者
と
行
政
の
若
者

が
協
力
し
て「
ひ
と
・
輝
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
動
き
を
中
心
と
し
た
広
報
誌
を
作
成

進
ち
ょ
く
状
況

７
月
１
日
、若
者
向

け
広
報
誌
Ｓス

Ｐプ

Ｓス

Ｐプ

創
刊
号
を
発
行
。

11
月
１
日（
水
）、Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
第
２
号
を

発
行
。３
月
１
日（
木
）、Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
第
３

号
を
発
行
予
定
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近
年
、食
の
安
心
・
安
全
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
食
を
支
え
て
い
る
の
が
、農
業
や
農
村

で
す
。

食
欲
の
秋
、収
穫
の
秋
。
食
べ
物
の
お
い
し
い
こ
の
季
節

に「
食
と
農
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

本
市
の
食
農
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

農
村
部
で
は
過
疎
化
や
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
進
み
、ま
た
、農
業
集
落
内

で
も
非
農
家
が
増
え
て
い
ま
す
。こ
の
た

め
、遊
休
農
地
の
増
加
や
宅
地
化
に
よ
り

耕
作
農
地
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、平
成
17
年
３
月
に
、食
と
農
の

あ
る
べ
き
姿
を
描
い
た
市
食
農
総
合
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。そ
れ
に
基
づ
い
て
、

命
の
源
で
あ
る
食
と
農
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、農
村
と
都
市
が
一
体
に
な
っ
て
、食

と
農
に
関
わ
る
実
践
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

特
色
を
生
か
し
た
食
農
の
取
り
組
み

17
年
に
農
林
水
産
省
が
発
表
し
た
農

林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、本
市
の
農
家
数

は
４
４
６
１
戸
、耕
地
面
積
は
２
０
０
６
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、農
家
一
戸
当
た
り
の
平
均

耕
作
面
積
は
45
ア
ー
ル
と
小
規
模
で
す
。

ま
た
、そ
の
85
パ
ー
セ
ン
ト
が
兼
業
農
家

で
、稲
作
に
特
化
し
て
い
ま
す
。

命
の
源
、食

食
は
命
の
源
で
す
。

健
全
な
食
生
活
は
、健
康
で
豊
か
な
毎

日
を
送
る
上
で
、欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。
そ
し
て
、そ
れ
は
、信
頼
で
き

る
農
産
物
の
生
産
に
か
か
っ
て
い
る
と
も
い

え
ま
す
。

し
か
し
、安
全
で
新
鮮
な
地
元
農
産
物

に
対
す
る
消
費
者
の
期
待
が
高
ま
る
一

方
で
、農
家
の
農
業
離
れ
は
進
み
、農
産
物

の
生
産
量
は
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、核
に
な
る
農
産
物
の
大
き

な
産
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、島
し
ょ
部
か

ら
中
山
間
地
域
ま
で
の
幅
広
い
自
然
条
件

を
生
か
し
た
、多
様
な
農
産
物
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、県
内
有
数
の
大
き
な

消
費
地
を
有
す
る
都
市
部
と
、農
村
部
が

隣
接
し
て
い
る
の
が
特
色
で
す
。

市
内
で
は
、こ
れ
ら
の
利
点
を
生
か
し

て
、早
く
か
ら
直
売
施
設
の
開
設
や
、果

樹
の
観
光
農
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、中
須
地
区
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー

制
度
や
農
業
体
験
交
流
、ル
ー
ラ
ル
３
１

５
・
３
７
６
フ
ェ
ス
タ
な
ど
、農
業
や
農
村

を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、学

校
給
食
に
地
元
農
産
物
の
利
用
を
進
め

る
な
ど
、食
農
へ
の
理
解
を
働
き
掛
け
て

い
ま
す
。

ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環ひと・もの・こころを循環

▲本市の食農の推進方針を示
す、市食農総合ビジョン。ホーム
ページでも閲覧できます

中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流中須地区の棚田で行われた農業体験交流

心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
心といのちを
はぐくむ食農
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市
食
農
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
の
３
つ
の
柱

「
心
と
い
の
ち
を
育
は
ぐ
く
む
食
農
の
推
進
〜

ひ
と
・
も
の
・
こ
こ
ろ
の
循
環
を
目
指
し
て

〜
」
を
基
本
理
念
に
、実
現
に
向
け
た
事

業
を
進
め
ま
す
。

●
周
南
型
食
農
の
理
解
の
促
進

島
し
ょ
部
か
ら
中
山
間
地
域
ま
で
の
多

様
な
農
業
や
暮
ら
し
を
生
か
し
た
体
験

交
流
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、農
業
・

農
村
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、食
や
農
に

つ
い
て
再
認
識
す
る
場
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

●
安
心
・
安
全
を
誇
る
地
産
地
消
の
推
進

消
費
者
に
、産
地
や
農
畜
産
物
な
ど
の

情
報
を
広
く
提
供
し
、地
元
食
材
の
利
用

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、消
費
者
の
需
要

を
生
産
者
に
伝
え
る
仕
組
み
を
作
り
、安

心
・
安
全
を
誇
る
産
地
づ
く
り
を
進
め
、地

産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

 

山陽自動車道 

 

日
時

国道315・376号沿線の朝市や催しなどを結ぶ広域イベントです。市
内の11会場で、農山漁村の女性たちが中心になって、朝市や楽しいイ
ベント、体験コーナーを開催します。

市内の会場
q大潮田舎の店
w農林産物直売所「しゃくなげ」
e大道理元気ふるさとまつり

（12日のみ）
r湖

こ

畔
はん

の店おおむかい
tいきいきフェスタ「農産物直

売所菜さい来んさい」
y長穂朝市（12日のみ）
uあおがえる販売所
i道の無人駅「お山の大将」
oウッディハウス376フェスタ
!0高瀬376フェスタ
!1西和奈古朝市（11日のみ）

11月11日（土）・12日（日）
9時30分～16時

●
農
村
・
都
市
、お
互
い
を
支
え
合
う
関

係
づ
く
り
の
推
進

食
と
農
の
原
点
に
な
る
農
業
や
農
村

を
、農
村
と
都
市
が
一
緒
に
支
え
合
う
活

動
を
進
め
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、生
活
者
の

視
点
で
農
村
と
都
市
を
つ
な
ぐ
、連
絡
調

整
機
能
の
充
実
を
図
り
、農
村
と
都
市
と

が
一
体
に
な
っ
て
地
域
と
人
の
も
つ
力
を

引
き
出
し
、農
業
と
農
村
の
活
性
化
に
向

け
た
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

ま
た
、農
村
の
暮
ら
し
や
食
文
化
に
つ

い
て
の
価
値
を
見
直
し
、未
来
に
伝
え
て

い
く
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

問
合
せ

農
政
課
1
０
８
３
４
―
22
―

８
３
５
６

地元で取れる食材を日々 
の食事に生かしましょう 

徳
山
駅
ビ
ル
に
あ
る
「
田
舎
ば
あ
ち
ゃ
ん

家ち

の
え
ん
が
わ
」
は
、生
産
者
と
消
費
者

の
橋
渡
し
の
場
で
す
。
食
と
農
の
旬
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す

qwt!0の4会場は、スタンプラリーポイントです。スタンプを4つ集め

た人のうち、55人に地域特産品が当たります。

催
し

ルーラル315・376フェスタ地産地消のススメ

近ごろ、地産地消に取り組む飲

食店が増えたり、朝市や百円市、

スーパーや食料品店に地産地消

コーナーが設置されたり、地元農

産物を手にする機会が増えてき

ました。

皆さんも地元農産物に愛着を

もち、地産地消を推進しません

か。一人ひとりが地元で採れる

食材を選ぶことが、地域の農業

を応援することにつながります。

私たちが住んでいる土地には、

その風土や環境に適した農産物

が育ちます。

また、作り手の顔が見える地元

の食材は、新鮮で、安心・安全で

す。日々の食事に生かしてみま

せんか。

旬の農産物は、味もよく、栄養

も豊富です。豊かな自然の中で、

四季折々の食べ物が作られてい

ます。皆さんも、おいしい旬の食

べ物を生かした食事を心掛けま

しょう。

「今が旬」の食べ物を 
 食べましょう 
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
重
症
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
高

齢
者
に
つ
い
て
、予
防
接
種
の
負
担
額
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、次
の
説
明
を
確
認
し
て
、

一
覧
の
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
実
施
医
療
機
関
へ
問
い
合
わ

せ
て
か
ら
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は

●
予
防
接
種
を
受
け
る

●
で
き
る
だ
け
人
ご
み
を
避
け
る

●
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
栄
養
や
休
養
を

と
る

●
室
内
を
乾
燥
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

予
防
接
種
は
、症
状
が
出
る
の
を
防
い

だ
り
、重
症
化
の
防
止
に
も
有
効
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を
受

け
て
か
ら
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵

抗
力
が
つ
く
ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か

り
、そ
の
効
果
が
続
く
の
は
約
５
か
月
間

と
さ
れ
て
い
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
前
に
で
き
る
だ
け
早
め
に
接
種
を
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
般
的
な
注
意

気
に
か
か
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、受
け
る
前
に
担
当
の
医
師
な

ど
に
質
問
を
し
ま
し
ょ
う
。
十
分
に
納
得

が
で
き
な
い
場
合
は
、接
種
を
受
け
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ま
た
、予
診
票
は
接
種
を
す
る
医
師
に

と
っ
て
大
切
な
情
報
で
す
。
接
種
を
受
け

る
人
が
責
任
を
も
っ
て
記
入
し
、正
し
い
情

報
を
医
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
人

本城クリニック 33―3355
まえだ循環器内科 22―3131
松本整形外科医院 21―0166
三戸医院 28―0622
宮里クリニック 28―5577
村田医院 29―2000
望月麻酔科神経内科クリニック 31―5763
森岡医院 22―0853
山下内科小児科医院 31―7333
湯野温泉病院 83―2083

上田内科・小児科 63―0051
宇都宮医院 62―2566
かまたクリニック 61―0099
岸整形外科 62―2632
沢重内科医院 63―0213
椎木内科循環器科 62―3388
新南陽市民病院 61―2500
高杉レディースクリニック64―7700
たにむら小児科 64―3030
年光医院 62―1100

中村医院 62―2436
原田医院 62―1500
まつざき内科医院 62―6005
三好内科クリニック 64―2222
山口内科 62―3555
山口ひふ科クリニック 63―7733
渡内科医院 63―1530

小川クリニック 91―5777
ふじわら医院 91―7100
松永医院 91―3006
松村医院 91―0303
松本医院 91―6020
三丘温泉診療所 92―1500
熊北診療所 91―0100

鹿野博愛病院 68―2233
国民健康保険鹿野診療所 68―2192

新南陽地域
（市外局番0834）

熊毛地域
（市外局番0833）

鹿野地域
（市外局番0834）

高齢者の負担額を軽減します

インフルエンザの予防接種

■
対
象

▽
満
65
歳
以
上
で
、接
種
を
希

望
す
る
人

▽
満
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
の
機
能

障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の
た
め
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
を
受
け
て
い
る
人（
医

師
が
同
程
度
と
認
め
た
人
を
含
む
）で
、

接
種
を
希
望
す
る
人

■
受
け
ら
れ
る
期
間

11
月
１
日（
水
）

〜
平
成
19
年
２
月
28
日（
水
）

※
で
き
る
だ
け
12
月
末
ま
で
に
、受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
自
己
負
担
額

１
０
５
０
円（
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
人
は
無
料
）

■
受
け
ら
れ
る
回
数

１
回

■
予
診
票

医
療
機
関
で
備
え
付
け
の

予
診
票
に
記
入

■
持
参
物

健
康
手
帳

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ

り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、突
然
の
高

熱
、頭
痛
、関
節
痛
、筋
肉
痛
な
ど
、普
通

の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身
症
状
が
強
い
の
が

特
徴
で
す
。
ま
た
、気
管
支
炎
や
肺
炎
な

ど
を
併
発
し
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の

も
特
徴
で
す
。

高
齢
者
の
負
担
軽
減

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に

予
防
接
種
の
効
果
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実施医療機関以外で接種を希望する人は、問い合わせてください。

高齢者のインフルエンザ予防接種に関する問合せ

●
明
ら
か
に
発
熱
の
あ
る
人

●
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
含
ま
れ

る
成
分
に
よ
っ
て
、ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

（
急
激
に
起
き
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
人

●
そ
の
他
、医
師
が
不
適
当
な
状
態
と
判

断
し
た
場
合

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
、担
当
医

師
と
相
談
し
な
く
て
は
い
け
な
い
人

●
心
臓
病
、じ
ん
臓
病
、肝
臓
病
や
血
液
、

そ
の
他
慢
性
の
病
気
で
、治
療
を
受
け

て
い
る
人

●
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
た
と
き
、２
日
以
内
に
発
熱
や
発

し
ん
、じ
ん
ま
し
ん
な
ど
の
、ア
レ
ル
ギ

ー
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
異
常
が
み
ら

れ
た
人

●
今
ま
で
に
、け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と

が
あ
る
人

●
今
ま
で
に
、中
耳
炎
や
肺
炎
な
ど
に
か

か
り
、免
疫
状
態
を
検
査
し
て
異
常
を

指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
成
分
ま

た
は
鶏
卵
、鶏
肉
、そ
の
他
鶏
関
係
の

も
の
に
対
し
て
、ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

予
防
接
種
を
受
け
た
後
の
一
般
的
な

注
意
事
項

●
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、急

な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
医
師
と
す
ぐ
連
絡
が
取
れ
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
の

多
く
は
、24
時
間
以
内
に
出
現
し
ま
す

の
で
、特
に
こ
の
間
は
体
調
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
入
浴
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、注

射
し
た
部
分
を
こ
す
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
接
種
当
日
は
、普
段
通
り
の
生
活
を
し

て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、激
し
い
運
動
や

大
量
の
飲
酒
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
の
後
、ま
れ
に
副
反
応
が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
の
注
射
の
跡
が
赤
み
を
帯
び

た
り
、は
れ
た
り
、痛
ん
だ
り
、ま
た
わ
ず

か
な
が
ら
熱
が
出
た
り
、寒
気
が
し
た
り
、

頭
痛
、全
身
の
だ
る
さ
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、こ
れ
ら
は
通
常

２
〜
３
日
の
内
に
治
り
ま
す
。

副
反
応
は
、予
防
接
種
と
同
時
に
、ほ

か
の
病
気
が
偶
然
に
重
な
っ
て
現
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
た
後
、接
種
し
た
部

分
が
痛
み
や
熱
を
も
っ
て
ひ
ど
く
は
れ
た

り
、全
身
の
じ
ん
ま
し
ん
、お
う
吐
を
繰
り

返
す
、顔
色
が
悪
い
、低
血
圧
、高
熱
な
ど

が
現
れ
た
ら
、医
師
の
診
断
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

健康増進課
10834―22―8553
健康増進課新南陽分室
10834―61―3091

健康増進課熊毛分室
10833―92―0013
健康増進課鹿野分室
10834―68―2302

医療機関名 電話番号
明石整形外科医院 22―2525
浅海医院 21―0370
浅見内科クリニック 21―0598
石川小児科・内科 28―7822
石田胃腸科内科 21―3476
石田整形外科 28―0250
板垣外科医院 28―6651
いとう内科呼吸器科 39―0110
宇野医院本院 25―0075
宇野内科クリニック 28―1222

おおしろ小児科 22―3121
大津島診療所 85―2200
おかたに医院 21―6065
おかもと内科 32―3322
奥田医院 21―2246
兼重内科 21―0745
岐陽診療所 21―0839
香津医院 88―3388
神田医院 88―2525
香田整形外科医院 21―8188
五島整形外科医院 32―3310
桜田内科医院 21―5861
佐藤医院 21―3153
清水クリニック 21―1123
周南高原病院 88―0391
周南病院 21―0357
須金診療所 86―2220
高島外科医院 21―4077
高橋内科 31―6188
竹内医院 83―2600
竹内医院分院 61―0330
武田医院 25―1095
田中医院 62―4285
田中病院 32―2000

千治松呼吸器循環器内科 21―0714
津田胃腸科内科医院 28―3763
遠石クリニック 31―3833
徳山医師会病院　　　31―2350
徳山静養院 31―1734
徳山中央病院 28―4411
徳山内科クリニック 25―1136
徳山病院 21―3750
徳山ファーストクリニック 27―1080
淳信会まさこメディカルクリニック 21―0609
年光整形外科医院 26―1432
中須診療所 89―0071
中村整形外科クリニック28―3011
橋本医院 25―0018
はなばたけクリニック 27―1133
弘田消化器科 31―2033
福山胃腸科・放射線科 22―9811
藤井医院 21―0362
藤井内科医院 21―1418
ふじい内科クリニック 25―3550
藤嶋内科医院 21―3588
古谷産婦人科 21―0187
ふるたに消化器内科 39―2525
堀家医院 22―1410

徳山地域
（市外局番0834）

実施医療機関の一覧

予
防
接
種
の
副
反
応

高
齢
者

のイ
ンフルエ

ン
ザ

予
防 接 種
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会場を歩くＧＥＮＫＩ（げんき）くん、ＹＵＭＥ（ゆめ）ちゃんは、い
つも子どもたちに囲まれて、大人気でした

力作がそろった応募作品に、審査が進むにつれて審査員の
悩む時間が長くなります

元気な子どもの夢、
鹿野地域から発信

元
気
こ
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
が
、10
月

15
日
に
、鹿
野
総
合
体
育
館
周
辺

で
、か
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
や
鹿
野
文
化
祭

に
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
で
は
、多
く
の
親
子
連
れ
が
、

周
南
こ
ど
も
通
貨
「
元
気
」
を
使

い
、子
ど
も
向
け
の
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
終
盤
に
は
、

子
ど
も
が
絵
や
夢
を
描
い
た
紙

製
の
エ
コ
風
船
を
空
に
飛
ば
し
、

高
々
と
舞
う
様
子
に
、会
場
か

ら
拍
手
や
歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。

写真のまちに花を咲かせ
る作品を審査

国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち
in
周
南
の

美
術
展
に
、全
国
か
ら
７
２
１
点

の
写
真
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
に

美
術
博
物
館
に
展
示
す
る
３
０

０
点
を
写
真
評
論
家
の
飯
沢
耕

太
郎
さ
ん
や
写
真
家
の
田
沼
武

能
さ
ん
た
ち
が
、10
月
５
日
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
入
賞
作
品
11

点
に
は
、見
る
人
に
分
か
り
や
す

く
、撮
影
者
の
励
み
に
な
る
よ
う

に
と
、
各
審
査
委
員
が
講
評
を

書
い
て
い
ま
し
た
。

表紙のことば

イ
ン
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ぬかるむ休耕田で、草刈り機やかまを使って草を刈ったり、切
り株を取り除いたりして、安全なねぐらを整えました

ナベヅル飛来を心待ち
越冬地の準備は万端

毎
年
10
月
下
旬
ご
ろ
に
、シ
ベ
リ
ア
か

ら
ナ
ベ
ヅ
ル
が
越
冬
に
や
っ
て
来
る

八
代
盆
地
で
は
、10
月
７
日
、ツ
ル
の
ね
ぐ

ら
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
の
は
、県
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
約
２
０
０
人
。
盆
地
内
の
６
か

所
で
、休
耕
田
の
草
を
刈
っ
た
り
、

泥
を
か
い
た
り
し
て
、寝
床
を
整

え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、１
羽
で

も
多
く
の
ナ
ベ
ヅ
ル
が
姿
を
見
せ

て
く
れ
る
よ
う
に
、作
業
す
る
手

に
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

色鮮やかな民族衣装を身にまとったフォークダンスの皆さ
ん。ゆめ風車前をはじめ公園内各地でダンスを披露しました

永源山公園で
秋のひとときを満喫

ゆ
め
風
車
ま
つ
り
が
10
月
９
日
、永

源
山
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゆ
め
風
車
の
前
の
広
場
で
行
わ
れ
た
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
や
マ
ー
チ
ン
グ
な
ど
に

は
、観
客
の
皆
さ
ん
か
ら
、惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、ピ
エ
ロ
に
よ
る
大
道
芸

や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
ほ

か
、公
園
中
を
使
っ
た
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
な
ど
催
し
は
盛
り
だ
く
さ

ん
。
皆
さ
ん
は
、秋
の
ひ
と
と
き
を

思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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昨年度のぶち元気がいいね！フェスタの一場面。今
回も、親子で参加できる企画を用意しています

「
ぶ
ち
元
気
が
い
い
ね
！
フ
ェ
ス
タ
の
取

り
組
み
に
加
わ
っ
た
の
は
、昨
年
６
月
に
市

健
康
づ
く
り
計
画
の
策
定
委
員
と
し
て
福

川
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
会
の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
の
は
、こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る
石
丸

鉄
郎
さ
ん
で
す
。

12
月
３
日（
日
）に
、新
南
陽
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
、ぶ
ち
元
気
が
い
い

ね
！
フ
ェ
ス
タ
は
、市
の
健
康
づ
く
り
計
画

「
の
び
の
び
は
つ
ら
つ
い
き
い
き
周
南
21
」
を

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

ぶち元気がいいね！フェスタ実行委員長

石丸鉄郎さん

いしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろういしまる てつろう

健
康
は

生
活
の
原
点

■徳山大学ポプラ祭

●日時／11月4日（土）10時～20

時・5日（日）10時～20時30分●場

所／徳山大学●内容／模擬店など●

問合せ／徳山大学大学祭実行委員会

岡村さん10834―28―3348

■あんぶれらグループ展

●日時と場所／▽11月6日（月）・7日（火）

10時～17時、喫茶馬里邑▽24日（金）～

26日（日）9時30分～17時、市民交流セ

ンター●内容／手作り絵本の展示、読み

聞かせ●参加料／無料●問合せ／あんぶ

れら藤井さん10834―63―1032

■家事家計講習会

●日時と場所／▽11月10日（金）10

時～12時、新南陽公民館▽13日（月）

10時～12時、文化会館●参加料／

350円●問合せ／徳山友の会福田さ

ん10834―64―4167

■ふれあいの森なんでも工房

●期間／11月11日（土）～12月3日

（日）※火・水曜日休館。●場所／須々

万ふれあいの森●内容／作品展示、作

品づくり体験●問合せ／なんでも工房

村田さん1090―7370―2848

■鹿野学園祭

●日時／11月12日（日）10時～15時

※雨天開催。●場所／鹿野学園●内

容／模擬店など●問合せ／鹿野学園学

園祭実行委員会10834―68―2189

■児童英語スピーチ研修会

●対象／小学生※英語力は問いませ

ん。●日時／11月19日（日）9時30

分～12時●場所／徳山保健センター

●テーマ／「私の家族」「私の友だち」

●参加料／無料●問合せ／周南国際交

流児童クラブ1090―4653―0472

■周南市民文化祭～文化を楽しむ会

●日時／11月23日（祝）10時～16時●

場所／市民館●内容／舞台発表、展示な

ど●入場料／無料●問合せ／文化を楽し

む会長谷川さん10834―28―4646

■徳山吹奏楽団定期演奏会

●日時／11月25日（土）18時30分

～●場所／文化会館●入場料／500

円●問合せ／徳山吹奏楽団橋本さん

10834―63―8422

■犯罪被害者講演会・シンポジウム

●日時／11月25日（土）13時～17

時●場所／新南陽ふれあいセンター●

入場料／無料●問合せ／被害者支援

センターハートラインやまぐち1083

―974―5115
伝 
皆さんの活動の情報を掲載します

市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、将
来
の

自
分
の
健
康
生
活
の
実
現
に
向
け
て
行
動

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
は
、地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

や
医
師
会
、市
母
子
保
健
推
進
協
議
会
な

ど
20
団
体
、23
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
会
場
で
は
、そ
れ
ぞ
の
団
体
が
得
意
な

分
野
を
持
ち
寄
り
、健
康
づ
く
り
計
画
を

披
露
し
ま
す
。
会
議
を
重
ね
る
た
び
に
、

健
康
生
活
は
専
門
的
な
知
識
だ
け
で
支

え
る
も
の
で
な
く
、地
域
活
動
と
一
体
の

も
の
だ
と
実
感
で
き
ま
す
」
と
石
丸
さ
ん
。

今
回
の
祭
り
は
、健
康
と
運
動
を
主
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
健
康
な
人
に
健

康
の
話
を
し
て
も
な
か
な
か
受
け
入
れ
て

も
ら
え
ま
せ
ん
が
、従
来
の
受
け
身
の
健

康
づ
く
り
か
ら
、自
分
の
体
を
動
か
し
て

体
験
し
、知
識
と
し
て
身
に
付
く
も
の
を

展
開
し
ま
す
」
と
、石
丸
さ
ん
は
意
気
込

み
を
語
り
ま
す
。



徳
山
高
校
で
は
、国
民
文
化
祭
に
む
け
て

「
廃
校
に
華
を
咲
か
せ
よ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、ら
ぶ
ふ
み
企
画
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
い
な
く
な
っ
た
学
校
を
、

も
う
一
度
人
の
想
い
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う

と
、１
０
０
人
を
超
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
、ラ
ブ

レ
タ
ー
を
基
に
し
た
映
画
を
作
り
、ま
た
、

12
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
展
示
を
す
る
美

術
館
を
企
画
し
ま
し
た
。

映
画
は
、
鹿
野
公
民
館
で
公
開
さ
れ
、

大
潮
小
学
校
や
小
畑
小
学
校
が
美
術
館

へ
と
蘇

よ
み
が
えり

ま
す
。

懐
か
し
さ
や
た
く
さ
ん
の
人
の
想
い
に
触

れ
に
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち

た
し
た
ち
発徳山高校らぶふみ実行委員会

副実行委員長　岡口瞳美
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戸
へ

田
た

地区※徳山地域

戸田地区は、市の西端
に位置し、防府市と隣接し
ています。国道2号が東西
に走り、山陽自動車道の徳山
西インターチェンジを有するなど、道
路交通の拠点になっています。
また、湯野地区を源にした夜市川が地区内を流
れ、流域の平地が耕作地や住宅地として開ける一
方、山間地域や海岸地域もあり、さまざまな自然景
観を見せてくれます。
昇仙峰
しょうせんぼう

（標高261メートル）は、頂上から徳山湾
が一望でき、日によっては大分県の国東半島も望め
るため、ハイキングコースとしても利用されています。
地区では、平成16年12月に「自分たちの地域は

自分たちで守る」をスローガンにして、市内でもいち
早く自主防災組織を立ち上げました。
今年3月には、総合的な防災訓練を開催するなど、
地区をあげて防災意識の高揚に努めています。
また、地区コミュニティーを中心にして、盆踊り大
会、大運動会、みのりフェスタ（文化祭）などを開催
し、地区の皆さん相
互の交流を図りなが
ら、住みよい地域づく
りを進めています。

安心安全とふれあい
を大切にしたまち

でーたふぁいる【10月１日現在】
●人口／3,479人　　●世帯／1,318世帯

★★★★★★★★★★★★★★★★★

レッサーパンダ
徳山動物園では、7頭のレッ

サーパンダを飼育しています。

オスの平
ヘイ

、航航
コウコウ

、心心
シンシン

と、メス

の美美
メイメイ

、遊優
ユウユウ

、アイアイ、それに

7月18日に平と美美の間に産まれたオスの赤ちゃ

んです。

お母さんの美美は、かなり高齢で、心配なことが

多かったのですが、体重が100グラム程度だった赤

ちゃんも順調に大きくなり、母子共に元気です。

先月から公開された赤ちゃんのかわいい姿は、午

後から見ることができます。

また、毎日13時過ぎからレッサーパンダのぱくぱ

くタイムを行っています。

器用に片手でリンゴをつかんで、おいしそうに食

べますので、その姿をぜひ見に来てください。

徳山動物園10834―22―8640

ZOO
徳 山  
動 物 園  
徳 山  
動 物 園  

わ
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、全
国

青
少
年
健
全
育
成
強
化
月
間
中
の
11
月

13
日（
月
）を
「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

ん
運
動
推
進
の
日
」に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、各
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば

さ
ん
運
動
参
加
団
体
が
保
育
園
や
幼
稚

園
、学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
、あ
い
さ
つ
運

動
や
早
朝
立
硝
、登
下
校
時
の
見
守
り
活

動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

10
月
末
現
在
、す
べ
て
の
小
学
校
区
で

１
０
２
団
体
が
登
録
し
、約
６
０
０
０
人

が
こ
の
運
動
に
参
加
し
、各
地
域
で
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、地
域

の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
運
動
に
参
加
す

る
団
体
や
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

大
人
が
社
会
の
基
本
ル
ー
ル
を
守
り
、

子
ど
も
の
手
本
と
な
る
よ
う
努
め「
地
域

の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
機

運
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、市
民
会
議
の
活
動
の
趣
旨
に
賛

同
し
、資
金
面
で
支
援
し
て
い
た
だ
け
る

個
人
や
団
体
、企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

元
気
こ
ど
も
課
内
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
事
務
局
1
０
８
３
４
―

22
―
８
３
３
１

地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

運
動
推
進
の
日

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
み
て
い
る
よ

● ● ● ● ● ●

対象 市内に在住する大人（個人・団体）

内容 誕生日や入学、卒業などの際や、日ごろから

感じている子どもへの思いなどが書かれた手紙

文字数 おおむね200字～300字

申込み 氏名（匿名の場合ペンネーム）・住所・年

齢・電話番号を、郵送・ファックス・Ｅメールで、〒

745―8655岐山通1―1元気こども課1

0834―22―8331・50834―22―

8339・Egenkikodomo@city.shunan.lg.jp

「子どもへの手紙」を書いてみませんか？

平成
へいせい

11年
ねん

、9月
がつ

6日
にち

。

はじめて出
で

会
あ

ったあなたは、2016ｇ
グラム

の早
そう

産
ざん

で生
う

まれてきました。

体
からだ

が弱
よわ

く、小
ちい

さい時
とき

はよく入院
にゅういん

したりと大
たい

変
へん

だった

けれど、あっという間
ま

に１年
ねん

生
せい

！

はじめて一人
ひとり

で歩
ある

いた時
とき

、はじめて｢かあか｣と言
い

った時
とき

、はじめてお絵
え

かき出
で

来
き

た時
とき

。

泣
な

き虫
むし

だったあなたがランドセルを背
せ

負
お

って元
げん

気
き

に通
つう

学
がく

する姿
すがた

。

とってもとっても、嬉
うれ

しいよ。

元
げん

気
き

に笑
わら

っているあなたが一
いち

番
ばん

、大
だい

好
す

きです。

これからの成長
せいちょう

も、楽
たの

しみにしています。

楽
たの

しいこと、いっぱいありますように。

7歳
さい

、お誕生日
たんじょうび

、おめでとう。

ペンネーム トトロ

子どもへの手紙 子どもへの手紙 

■家庭児童相談室
子育て、母子（父子）家庭、寡婦の人

への自立に向けた悩み、貸付など
場所 市役所東本館2階児童家庭課
※新南陽地域は毎週、熊毛・鹿野地域
でも毎月1回相談を行っています。
相談・問合せ 児童家庭課10834
―22―8452
■教育相談しゅうなん
しつけ、悩み、進路、不登校、いじめなど

10834―21―7830
場所 中央地区公民館別館4階くすの
きラウンジ

■いじめ相談フリーダイヤル
80120―783090
■母と子の健康相談
妊娠、出産、赤ちゃんの健康など
相談・問合せ 健康増進課10834
―22―8553（健康増進課各分室
でも実施）

子どもに関する相談窓口

●元気こども24時間ホットライン●

元気こども総合相談センター

10834―31―2400
みんないっしょに24時間○

まる

○
まる

待っTEL
てる

よ

（市役所本庁舎本館3階元気こども課内）

子どもに関するさまざまな相談に応
じます。365日、24時間いつでも受け
付けます。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

近
年
、児
童
虐
待
は
、子
ど
も
の
命

が
失
わ
れ
る
重
大
な
事
件
も
後
を
絶

た
ず
、相
談
件
数
も
増
加
し
続
け
、深

刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、急
増
す
る
児
童
虐
待
問

題
に
対
す
る
社
会
的
関
心
を
喚
起
す

る
た
め
、11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
か
な
、と
疑
い
を
も
っ
た

ら
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
情
報
源
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

連
絡
先

児
童
家
庭
課
1
０
８
３
４

―
22
―
８
４
５
２
、ま
た
は
周
南
児
童

相
談
所
1
０
８
３
４
―
21
―
０
５
５
４



市
し

の花
はな

いっぱい推
すい

進
しん

事業
じぎょう

では、各
かく

地
ち

区
く

のボランティアの育苗
いくびょう

グループに花
はな

の苗
なえ

を育
そだ

ててもらい、夏
なつ

は市
し

の花
はな

であ

るサルビアやマリーゴールド、冬
ふゆ

はハ

ボタン、キンセンカを、各
かく

地
ち

区
く

の花
か

壇
だん

に

配
くば

っています。配
くば

られた花
はな

の苗
なえ

は、地
ち

域
いき

の花
か

壇
だん

で地
ち

域
いき

の皆
みな

さんに大
たい

切
せつ

に育
そだ

ててもらっています。

そして、毎
まい

年
とし

8月
がつ

から9月
がつ

までに、皆
みな

さんが育
そだ

てた地
ち

域
いき

の花
か

壇
だん

を対象
たいしょう

に、花
か

壇
だん

コンクールを開
かい

催
さい

しています。

コンクールでは、応
おう

募
ぼ

のあったすべ

ての花
か

壇
だん

を現
げん

地
ち

で審
しん

査
さ

して、優秀
ゆうしゅう

な花
か

壇
だん

を表彰
ひょうしょう

しています。

今
こん

年
ねん

度
ど

は梅
つ

雨
ゆ

の大
おお

雨
あめ

と、その後
ご

の

猛暑
もうしょ

、また台
たい

風
ふう

のため、多
おお

くの花
か

壇
だん

が

被
ひ

害
がい

を受
う

けました。

そのような状況
じょうきょう

で、沼城小学校
ぬまぎしょうがっこう

と沼
ぬま

城
ぎ

小
しょう

学
がっ

校
こう

育
いく

友
ゆう

会
かい

の花
か

壇
だん

が

最優秀賞
さいゆうしゅうしょう

に輝
かがや

きました。

その他
ほか

にも、花
はな

に詳
くわ

しい人
ひと

を

公
こう

民
みん

館
かん

に招
まね

いて、花
か

壇
だん

や花
はな

づくり

の講習会
こうしゅうかい

を開
かい

催
さい

しています。

また、花
はな

が好きな各
かく

地
ち

域
いき

の人
ひと

た

ちが集
あつ

まって、多
おお

くの人
ひと

に花
はな

づくりの

楽
たの

しさを知
し

ってもらおうという「徳
とく

山
やま

花
はな

いっぱいの会
かい

」が、小学生
しょうがくせい

の花
はな

の絵
え

を募集
ぼしゅう

し、花
はな

の絵
え

コンクールを開
かい

催
さい

し

ています。

さらに今
こん

年
ねん

度
ど

は、国
こく

民
みん

文
ぶん

化
か

祭
さい

・やま

ぐちが開
かい

催
さい

されますが、周陽小学校
しゅうようしょうがっこう

で

は先
せん

生
せい

と児
じ

童
どう

が協力
きょうりょく

して、花
はな

を育
そだ

て、

国
こく

民
みん

文
ぶん

化
か

祭
さい

の会場
かいじょう

に花
はな

を使
つか

ったふぐ

やみかんの花
はな

絵
え

、また空
あ

き缶
かん

で作
つく

った

花
はな

のオブジェなどを展
てん

示
じ

します。

花
はな

づくりは地
じ

道
みち

な作業
さぎょう

で、大
たい

変
へん

な根
こん

気
き

が必
ひつ

要
よう

です。

地
ち

域
いき

で花
か

壇
だん

の世
せ

話
わ

をしている人
ひと

た

ちは、目
め

立
だ

たないところで、皆
みな

さんにき

れいな花
はな

が咲
さ

いていると喜
よろこ

んでもらえ

ればという気
き

持
も

ちで、日
ひ

々
び

、努力
どりょく

してい

ます。

より多
おお

くの市
し

民
みん

の皆
みな

さんが一
いっ

緒
しょ

に花
はな

づくりに参
さん

加
か

して、花
はな

と緑
みどり

に囲
かこ

まれた

市
し

になれば「美
うつく

しい国
くに

日
にっ

本
ぽん

」が実
じつ

現
げん

さ

れるのではないでしょうか。

現
げん

代
だい

のストレス社
しゃ

会
かい

では、多
おお

く

の人
ひと

がさまざまな悩
なや

みを抱
かか

えてい

ると思
おも

いますが、人
ひと

は花
はな

や緑
みどり

に接
せっ

すると、心
こころ

に潤
うるお

いができます。

今
こん

回
かい

は、花
はな

作
づく

りを通
とお

して、地
ち

域
いき

で皆
みな

さんがかかわりをもって学
まな

び、

地
ち

域
いき

づくりにつなげる「花
はな

いっぱ

い推
すい

進
しん

事業
じぎょう

」を紹介
しょうかい

します。

花は
な

と
緑み

ど
り

い
っ
ぱ
い
で

皆み
な

さ
ん
の
心こ

こ
ろ

に
潤う

る
お

い
を
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くわしくは…

生涯学習課
しょうがいがくしゅうか
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2006/NOVEMBER/1 16

対
象

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
62

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

日
時

平
成
19
年
１
月
７
日（
日
）

11
時
〜
12
時

場
所

文
化
会
館

案
内
状

11
月
20
日
現
在
、本
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
は
、12
月
上
旬
に
送
付

※
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
が
無
く
、

本
市
の
式
典
に
出
席
を
希
望
す

る
人
は
、新
た
に
転
入
手
続
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
12
月
28

日（
木
）ま
で
に
、生
涯
学
習
課
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
壇
者
募
集

成
人
式
で
、二
十
歳
を
迎
え
て
の
抱

負
、夢
や
希
望
を
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数

▽
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
…
若
干
名
▽
記
念
品
授
与
…
２

人
▽
市
民
憲
章
唱
和
…
２
人（
い
ず

れ
も
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
み

11
月
17
日（
金
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
０
０
０

４
毛
利
町
２
―
２
生
涯
学
習
課
1

０
８
３
４
―
22
―
８
６
９
７
・
5
０

８
３
４
―
22
―
８
８
１
４
・e

ed-sho

gai@
city.shunan.lg.jp

都
市
計
画
と
緑
地
の
整
備
・
保
全
の
計
画
づ
く
り

ご
み
処
理
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
緑
の
基
本
計
画
の

策
定
委
員
会
の
委
員
を
募
集

今
年
度
の
成
人
式

主なお知らせ 

都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
、

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
、緑
地
の

整
備
・
保
全
に
関
す
る
、市
緑
の
基
本
計

画
を
、合
同
で
作
成
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
に
、策
定
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の

人（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、公
務
員

お
よ
び
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
以
外

の
人
）で
、年
３
回
程
度
の
委
員
会
に
出
席

で
き
る
人

任
期

平
成
20
年
３
月
末
日
ま
で

募
集
人
数

４
人
以
内

報
酬

１
回
に
つ
き
５
９
０
０
円
と
交

通
費

申
込
み

11
月
15
日（
水
）ま
で
に
、「
こ

れ
か
ら
の
周
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
」
も
し
く
は「
こ
れ
か
ら
の
周
南
市
の
ま

ち
の
み
ど
り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

小
論
文
（
４
０
０
字
程
度
、
様
式
は
自

由
）・
都
市
計
画
課
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布
す
る
応
募
申
込
書
を
、持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５

―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１
都
市
計
画
課

1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
２
６
・
5
０
８
３

４
―
22
―
３
７
０
７
・e

toshikei@
city.

shunan.lg.jp

家
庭
ご
み
の
行
方
を
見
学
す
る
、日
帰

り
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
、全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
施
行
者
協
議
会
の
助
成
を
受
け
て

開
催
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
す
る
人（
見
学
場
所

と
同
業
種
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
人
は
、

参
加
で
き
ま
せ
ん
）

日
時
と
見
学
場
所

▼
燃
や
せ
な
い
ご
み

コ
ー
ス
…
12
月
12
日（
火
）８
時
20
分
〜

16
時
、徳
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、ト
ク
ヤ

マ
徳
山
製
造
所
、帝
人
フ
ァ
イ
バ
ー
徳
山
事

業
所

▼
燃
や
せ
る
ご
み
コ
ー
ス
…
14
日

（
木
）８
時
20
分
〜
17
時
、ご
み
燃
料
化
施

設
、東
ソ
ー
南
陽
事
業
所
、恋
路
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、山
口
エ
コ
テ
ッ
ク

集
合
場
所

市
役
所
本
庁
舎
、新
南
陽

総
合
支
所

定
員

各
コ
ー
ス
40
人（
応
募
多
数
の
場

合
抽
選
）

※
バ
ス
に
空
席
が
あ
る
場
合
、両
コ
ー
ス
へ

参
加
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
、希

望
す
る
コ
ー
ス
に
は
第
一
希
望
の
コ
ー
ス

を
記
入
し
、両
コ
ー
ス
参
加
希
望
と
併

記
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
料

７
０
０
円（
昼
食
代
）

申
込
み

11
月
21
日（
火
）ま
で
に
、希
望

す
る
コ
ー
ス
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
集
合
場
所
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク

ス・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山

通
１
―
１
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
０
８
３

４
―
22
―
８
３
０
３
・
5
０
８
３
４
―
22
―

６
７
８
８
・e

recycle

＠city.shunan.lg.jp



時
45
分
・
13
時
30
分
〜
14
時
45
分

ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ（
下
松
市
）で
開
催

対
象

熊
毛
地
域
に
在
住
す
る
人

日
時

11
月
14
日（
火
）10
時
30
分
〜
11

時
45
分

い
ず
れ
も

問
合
せ

課
税
課
市
民
税
担
当
1
０
８

３
４
―
22
―
８
２
７
３
、ま
た
は
徳
山
税

務
署
1
０
８
３
４
―
21
―
１
０
１
０
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日
時

11
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）

10
時
〜
17
時

場
所

銀
座
通
・
平
和
通
・
青
空
公
園

ほ
か

内
容

▽
11
日
…
市
民
ふ
れ
あ
い
パ
レ

ー
ド
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、ワ
イ
ワ
イ
も
の
づ
く
り

輝
き
フ
ェ
ス
タ（
12
日
も
）、屋
台
市
場

（
12
日
も
）ほ
か
▽
12
日
…
Ｙ
Ｏ
よ

Ｓ
Ａ
さ

Ｋ
Ｏ
こ

Ｉい

ぶ
ち
楽た
の

市し

民み
ん

祭さ
い

、大
道
芸
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

し
ゅ
う
な
ん
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

※
カ
ッ
タ
ー
競
技
大
会
、元
祖
ふ
く
創

作
料
理
鉄
人
決
定
戦
な
ど
も
実
施
。

交
通
規
制
日
時

11
日
は
10
時
〜
16

時
、12
日
は
９
時
〜
17
時

交
通
規
制
場
所

銀
座
通
、平
和
通

（
一
部
）

※
街
な
か
ふ
れ
あ
い
バ
ス「
ぐ
る
ぐ
る
」は

交
通
規
制
中
、美
術
博
物
館
コ
ー
ス
は

平
和
通
・
銀
南
街
を
通
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

商
工
観
光
課
1
０
８
３
４

―
22
―
８
３
７
２

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
お

も
し
ろ
体
験
フ
ェ
ス
タ

徳
山
の
ん
た
祭

催
し11

月
９
日（
木
）は
、１
１
９
番
の
日
。

９
日（
木
）〜
15
日（
水
）の
1
週
間
は
、

秋
の
全
国
火
災
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、防
火
知
識
を
身
に
付
け
、

家
庭
で
の
備
え
を
十
分
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

▽
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
や
め

る
▽
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
▽
ガ
ス
こ
ん

ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
す

４
つ
の
対
策

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
▽
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、防
炎
製
品
を
使
用
す
る
▽
火

災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
▽
お
年

寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
1
０
８

３
４
―
22
―
８
７
７
３

秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
▼
11
月
９
日
〜
15
日

お
知
ら
せ

交
通
安
全
計
画（
素
案
）に
意
見
を

交
通
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

国税電
子申告

・納税
シス

テム（
e-Tax

）

主なお知らせ 

現
在
、市
で
は
、第
８
次
交
通
安
全
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
県
交
通
安
全
計
画
に
基
づ

き
、関
係
機
関
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
素

案
を
作
成
し
ま
し
た
。

素
案
に
対
す
る
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ

い
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、内
容
や
検
討
結

果
と
そ
の
理
由
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

税
を
考
え
る
週
間
の
行
事

11
月
11
日（
土
）〜
17
日（
金
）は
、税
を

考
え
る
週
間
で
す
。「
少
子
・
高
齢
社
会
と

税
」
を
テ
ー
マ
に
、皆
さ
ん
が
税
の
重
要
性

を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、税
に
関
す
る

作
文
や
習
字
、資
料
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
時
と
場
所

▽
11
月
14
日（
火
）〜
15

日（
水
）
10
時
〜
16
時
、ザ
・
モ
ー
ル
周
南

（
下
松
市
）▽
17
日（
金
）〜
20
日（
月
）終

日
、Ｊ
Ｒ
徳
山
駅
新
幹
線
口

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会

文
化
会
館
で
開
催

対
象

徳
山
・
新
南
陽
・
鹿
野
地
域
に
在

住
す
る
人

日
時

11
月
13
日（
月
）10
時
30
分
〜
11

閲
覧
場
所

生
活
安
全
課
、市
役
所
本

庁
舎
市
民
さ
ろ
ん
、各
総
合
支
所
情
報
公

開
窓
口
、各
支
所

意
見
の
提
出

11
月
30
日（
木
）ま
で
に
、

件
名
や
意
見
な
ど
・
住
所
・
氏
名
を
、郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
８
６

５
５
岐
山
通
１
―
１
生
活
安
全
課
1
０
８

３
４
―
22
―
８
２
４
０
・
5
０
８
３
４
―
22

―
８
２
４
３
・e

seian@
city.shunan.lg.jp
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情 報 ひ ろ ば  

民
生
委
員
、児
童
委
員
の
変
更

８
月
１
日
付
け
で
、次
の
人
が
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

▼
担
当
地
区
と
委
員
名
／
▽
花
陽
１a

、

品
川
孟
司
さ
ん
▽
東
中
町
中b

・
東
中
町

南b

・
東
中
町
北b

・
皿
山
南b

・
皿
山
北

b

、田
中
公
世
さ
ん
▽
大
江c

・
叶
松c

・

勝
間
ヶ
丘c

、
竹
中
和
之
さ
ん
▼
問
合

せ
／
社
会
課
1
22
―
８
４
６
５

市
戦
没
者
追
悼
式

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

追
悼
と
、恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
、

市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
９
日（
木
）
10
時
〜（
開

場
は
９
時
30
分
）▼
場
所
／
文
化
会
館a

▼
問
合
せ
／
社
会
課
1
22
―
８
４
６
５

錦
川
お
よ
び
渋
川
の
測
量
調
査

浸
水
想
定
区
域
図
を
作
成
す
る
た
め
、

河
川
や
堤
防
の
ほ
か
、背
後
の
田
畑
、山
林

の
地
形
を
民
地
に
立
ち
入
り
調
査
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
場
所
／
▽
錦
川
…
才
祭
川
合
流
付
近

d

（
大
潮
西
河
内
）〜
二
俣
橋
付
近a

（
大

向
）、向
道
ダ
ムa

〜
赤
瀬
橋
付
近a

（
長

穂
）▽
渋
川
…
石
船
温
泉d

（
下
渋
川
）〜

錦
川
合
流
地
点d

▼
測
量
時
期
／
12
月

〜
平
成
19
年
３
月
▼
問
合
せ
／
河
川
港

湾
課
1
61
―
４
４
１
８
、ま
た
は
県
周
南

土
木
建
築
事
務
所a

1
33
―
６
４
７
１

防
災
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
休
館

保
守
点
検
の
た
め
、光
地
区
消
防
組
合

防
災
セ
ン
タ
ー（
光
市
）を
、休
館
し
ま
す
。

▼
期
間
／
11
月
13
日（
月
）、14
日（
火
）▼

問
合
せ
／
光
地
区
消
防
組
合
防
災
セ
ン
タ

ー
1
０
８
３
３
―
74
―
５
６
０
６

中
小
企
業
冬
期
季
節
資
金

市
内
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
円
滑
に

す
る
た
め
、冬
期
季
節
資
金（
運
転
資
金
）

の
融
資
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
早
め
に
、

申
込
み
金
融
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
金
額
／
１
企
業
１
０
０
０
万
円
ま

で
▼
融
資
期
間
／
６
か
月
▼
利
率
／
年

１
・
９
％
▼
受
付
期
限
／
平
成
19
年
１
月

31
日（
水
）▼
申
込
み
金
融
機
関
／
商
工

中
金
、山
口
銀
行
、西
京
銀
行
、東
山
口

信
用
金
庫
▼
問
合
せ
／
商
工
観
光
課
1

22
―
８
３
７
１

中
小
企
業
勤
労
者

小
口
資
金
貸
付
制
度

大
学
や
短
期
大
学
な
ど
へ
の
進
学
資
金

を
貸
し
付
け
ま
す
。

▼
対
象
／
県
内
に
１
年
以
上
住
み
、同
じ

中
小
企
業
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

し
て
い
る
人
▼
貸
付
限
度
額
／
３
０
０
万

円
▼
償
還
期
間
／
10
年
以
内（
う
ち
在
学

期
間
中
で
４
年
以
内
の
据
え
置
き
が
可

能
）▼
利
率
／
年
２
・
５
％（
別
に
保
証
料

が
必
要
）
※
高
校
な
ど
の
教
育
資
金
は
、

限
度
額
70
万
円
。
償
還
期
間
は
、据
え
置

き
な
し
の
３
年
以
内
で
す
。▼
申
込
み
金

融
機
関
／
中
国
労
働
金
庫
▼
問
合
せ
／

商
工
観
光
課
1
22
―
８
３
７
３
、ま
た
は

県
労
働
政
策
課
1
０
８
３
―
９
３
３
―
３

２
１
０

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果

地
域
や
学
校
の
花
壇
を
対
象
に
行
い
、最

優
秀
賞
に
次
の
団
体
が
決
定
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞
／
▽
地
域
・
職
域
・
団
体
の

部
…
沼
城
小
学
校
育
友
会
花
壇a

（
沼

城
小
学
校
育
友
会
）▽
学
校
の
部
…
沼
城

小
学
校
花
壇a

（
沼
城
小
学
校
）▼
問
合

せ
／
生
涯
学
習
課
1
22
―
８
６
２
１

子
育
て
講
座

▼
日
時
／
11
月
27
日（
月
）10
時
〜
11
時

30
分
▼
場
所
／
三
世
代
交
流
セ
ン
タ
ーb

▼
演
題
／
陳
さ
ん
と
の
茶
の
み
話
〜
人
間

に
と
っ
て
最
良
の
薬
は
人
間
で
あ
る
〜
▼
講

師
／
柚
木
貴
晴
さ
ん（
病
院
秘
書
）▼
問

合
せ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支

部b

1
64
―
３
３
４
４

お
知
ら
せ
 

資
源
物
と
し
て
回
収
さ
れ
た
、び
ん
・

缶
類
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、各
地
域
の
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
搬

入
さ
れ
、作
業
員
が
手

作
業
で
選
別
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

搬
入
さ
れ
た
資
源
物

の
中
に
、農
薬
や
薬
品

が
入
っ
た
も
の
が
混
入

し
て
い
る
と
、作
業
員
の
身
体
に
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。

資
源
物
に
な
る
び
ん
や
缶
類
は
、飲

料
品
や
食
品
が
入
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

ま
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、飲
料
や
し
ょ
う

ゆ
が
入
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

農
薬
、薬
品
、化
粧
品
、油
な
ど
が

入
っ
て
い
た
も
の
は
、中
身
を

使
い
切
り
、各
地
域
の
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
通
り
、正
し

く
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク

ル
課
1
22
―
８
３
０
３

資
源
物
を
正
し
く
出

し
て
く
だ
さ
い

環
境

び
ん
・
缶
類
・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

子
育
て
 

農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで農薬などのびんは出さないで
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11
月
の
人
権
擁
護
相
談

心
配
ご
と
相
談
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日

時
／
11
月
16
日（
木
）10
時
〜
15
時
▼
場

所
／
新
南
陽
総
合
支
所
▼
問
合
せ
／
新

南
陽
総
合
支
所
地
域
政
策
課
1
61
―
４

２
１
６

11
月
の
行
政
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
▽
11
月
９
日（
木
）９

時
〜
12
時
、鹿
野
公
民
館
▽
16
日（
木
）10

時
〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
▽
20
日

（
月
）10
時
〜
15
時
、熊
毛
総
合
支
所
▽
28

日（
火
）９
時
〜
12
時
、市
民
交
流
セ
ン
タ

ーa

▼
内
容
／
国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

の
、苦
情
や
要
望
を
相
談
▼
問
合
せ
／
生

活
安
全
課
1
22
―
８
３
２
０

11
月
の
心
配
ご
と
相
談

鹿
野
公
民
館
で
開
催

▼
日
時
／
11
月

９
日（
木
）９
時
〜
12
時
※
人
権
相
談
を

併
せ
て
行
い
ま
す
。▼
問
合
せ
／
社
会
福

祉
協
議
会
鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

熊
毛
総
合
支
所
で
開
催

▼
日
時
／
11

月
13
日（
月
）10
時
〜
12
時
※
人
権
相
談

と
職
業
相
談
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。▼
問

合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政
策
課
1

92
―
０
０
０
８

市美術展大賞と準大賞作品
市美術展の審査が10月8日に行われ、出品総数２７１点の中から、大賞に原

田安子さんの「望郷（公園の中に家があり 格子窓の四季）」（平面）が選ばれ

ました。

［準大賞］ 平面の部「交差する場所.Ⅰ」野口路子さん、立体の部「大斑紋大鉢」

中西正さん、書の部「高青邱詩」赤木和子さん、写真の部「手」山本章さん

［問合せ］ 生涯学習課122―8622

徳
山
駅
ビ
ル
に
つ
い
て
の

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

▼
日
時
／
11
月
18
日（
土
）13
時
30
分
〜

16
時
30
分
▼
場
所
／
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
／
ど
ん
な
駅
ビ
ル
が
欲
し
い
か
考

え
よ
う
▼
定
員
／
40
人（
受
付
け
順
）▼

参
加
料
／
無
料
▼
申
込
み
／
11
月
６
日

（
月
）〜
17
日（
金
）に
、氏
名
・
住
所
を
、電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、中
心
市
街
地

整
備
課
1
27
―
０
０
７
０
・
5
27
―
０
０

６
５
・e

chushin@
city.shunan.lg.jp

地
域
景
観
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

in
周
南（
鹿
野
地
域
）の
参
加
者

▼
日
時
／
11
月
18
日（
土
）13
時
〜
17
時

▼
場
所
／
鹿
野
総
合
支
所
▼
定
員
／
40

人（
受
付
け
順
）▼
内
容
／
鹿
野
ら
し
い
景

観
を
守
り
育
て
る
方
策
を
考
え
よ
う
▼
申

込
み
／
都
市
計
画
課
1
22
―
８
４
２
６

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

▼
職
種
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

▼
定
員
／
１
人
▼
対
象
／
昭
和
41
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、保
健
師
ま
た
は

正
看
護
師
の
資
格
を
も
つ
、ま
た
は
平
成

19
年
４
月
１
日
ま
で
に
取
得
見
込
の
人
▼

採
用
／
19
年
４
月
１
日
▼
採
用
試
験
／

11
月
27
日（
月
）13
時
30
分
〜
▼
会
場
／

徳
山
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
試
験
科
目
／

小
論
文
、面
接
▼
申
込
み
／
11
月
17
日

（
金
）必
着
で
、備
え
付
け
の
申
込
書
・
最

終
学
校
の
卒
業（
見
込
み
）証
明
書
・
資
格

（
見
込
み
）証
明
書
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒

７
４
５
―
８
５
２
９
速
玉
町
３
―
17
社
会

福
祉
協
議
会a

1
22
―
２
１
１
５

自
衛
官（
平
成
19
年
3
・
4
月
採
用
）

▼
採
用
種
目
／
２
等
陸
・
海
・
空
士
▼
定

員
／
若
干
名
▼
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
子（
平
成
19
年
３
月
高
校
卒
業

見
込
み
を
含
む
）▼
給
与
な
ど
／
初
任
給

15
万
７
５
０
０
円
、各
種
手
当
あ
り
▼
受

付
期
限
／
12
月
６
日（
水
）▼
問
合
せ
／

自
衛
隊
周
南
地
域
事
務
所a

1
31
―
７

０
９
７

豊
鹿
里
パ
ー
ク
の

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
利
用
者

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
は
、農
地
付
き
簡

易
宿
泊
施
設
で
す
。
申
込
み
前
に
、現
地

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
場
所
／
豊ゆ

鹿か

里り

パ
ー
クd

▼
施
設
／
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
１
棟
、貸
し
農
地
68
㎡
▼

利
用
料
／
年
間
24
万
円
＋
年
間
貸
し
農

地
６
８
０
０
円
▼
申
込
み
／
11
月
13
日

（
月
）ま
で
に
、備
え
付
け
の
利
用
申
込
書

で
、鹿
野
総
合
支
所
産
業
振
興
課
1
68
―

２
３
３
５

告知 市有地を一般競争入札で
売却します

入札に参加するには、申込書の提出が必要です。

申込書は、参加要領と一緒に総務課で配布します。

参加申込み締切 11月27日（月）16時30分

入札日と場所 12月1日（金）10時15分～（受付

けは9時30分～）、市役所本庁舎2階第2応接室

保証金 入札金額の5％以上

※入札への参加に必要な資格、条件などは事前に問

い合わせてください。

問合せ 総務課122―8281
■対象物件（１件）

所在地 地目 面積（G） 予定価格（円）
日地町3661ー1B 宅地 1406.66 31,188,000

富田2ー3661ー28B 宅地 68.47

※対象土地には、鉄筋コンクリート造陸屋根3階建て

の建物（1階282.79㎡、2階282.79㎡、3階

282.79㎡）のほか6棟の建物が建っています。こ

れらを、購入後、解体撤去すること。

望郷（公園の中に家があり格子窓の四季）

相
談
 

募
集
 

募 
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20
時
15
分
▼
場
所
／
社
会
文
化
ホ
ー
ルb

▼
演
題
／
大
き
な
夢
を
実
現
で
き
る
子

ど
も
を
育
て
る
▼
講
師
／
岡
村
精
二
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
と
海
の
学
校
理
事
長
）▼

参
加
料
／
無
料
※
手
話
・
要
約
筆
記
あ

り
。
託
児
希
望
者
は
事
前
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
教
育
委
員
会
新
南

陽
総
合
出
張
所
1
61
―
４
２
２
１

普
通
救
命
講
習

▼
対
象
／
熊
毛
地
域
に
在
住
、ま
た
は
就

業
し
て
い
る
人
▼
日
時
／
12
月
13
日（
水
）

９
時
〜
13
時
▼
場
所
／
光
地
区
消
防
組

合
消
防
本
部（
光
市
）▼
定
員
／
20
人（
受

付
け
順
）▼
受
講
料
／
無
料
▼
申
込
み
／

11
月
10
日（
金
）か
ら
、備
え
付
け
の
申
込

書
を
、光
地
区
消
防
組
合
北
消
防
署c

1
91
―
０
０
０
１

周
南
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

発
達
臨
床
心
理
学
と
は

発
達
期
に
み
ら
れ
る
心
の
障
害
と
代
表

的
な
心
理
療
法
に
つ
い
て
説
明
し
、行
動
療

法
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う
少
し
違
っ
た
考

え
方
を
す
る
心
理
療
法
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
日
と
内
容
／
▽
12
月
２
日（
土
）、発

達
期
の
心
の
障
害
と
心
理
療
法
▽
９
日

（
土
）、指
示
的
な
心
理
療
法
…
行
動
療
法

▽
16
日（
土
）、受
容
的
な
心
理
療
法
…
来

談
者
中
心
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
▼
時
間
／
13

時
30
分
〜
15
時
▼
場
所
／
徳
山
保
健
セ

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

市
民
節
電
所（
個
別
世
帯
）

７
〜
10
月
分
の「
電
気
使
用
量
の
お
知

ら
せ
」で
、今
年
と
昨
年
の
電
気
使
用
量
を

比
べ
、６
％
以
上
減
っ
た
場
合
に
は
、前
記

「
お
知
ら
せ
」
と
参
加
宣
言
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

40
世
帯
を
選
定
し
、１
０
０
０
円
分
の

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

▼
申
込
み
／
11
月
15
日（
水
）ま
で
に
、環

境
政
策
課
1
22
―
８
３
２
４

栄
養
改
善
講
座

お
い
し
く
食
べ
て
元
気
は
つ
ら
つ

▼
対
象
／
食
や
健
康
づ
く
り
に
関
心
が

あ
る
65
歳
以
上
の
人
▼
日
時
／
11
月
17

日（
金
）10
時
30
分
〜
13
時
▼
場
所
／
新

南
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
講
演
と
調

理
実
習
▼
定
員
／
20
人（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）▼
講
師
／
市
栄
養
士
▼
参
加

料
／
無
料
▼
申
込
み
／
11
月
６
日（
月
）

〜
13
日（
月
）ま
で
に
、在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
ゆ
め
風
車b

1
61
―
３
２
７
５

新
南
陽
ブ
ロ
ッ
ク
人
権
講
演
会

日
本
初
の
手
作
り
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋
を

横
断
し
た
岡
村
精
二
さ
ん
の
講
演
会
で
す
。

▼
日
時
／
11
月
30
日（
木
）18
時
30
分
〜

講
座
・
講
演
 

ン
タ
ー
▼
講
師
／
寺
田
雅
英
さ
ん（
徳
山

大
学
助
教
授
）▼
定
員
／
40
人（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）▼
受
講
料
／
１
０
０

０
円
▼
申
込
み
／
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
講
座
名
を
、電
話
・
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
０
０
７
１
岐

山
通
１
―
４
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ーa

1
22

―
８
６
９
０
・
5
22
―
８
８
１
６
・e

chuo-ko

@
city.shunan.lg.jp

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
結
成

２
周
年
記
念
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
、ま
た
は
協
会
登
録
者
▼
日

時
／
11
月
23
日（
祝
）９
時
30
分
〜
※
雨

徳
山
駅
南
口
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置

工
事（
既
存
建
物
解
体
な
ど
）に
伴
い
、

安
全
確
保
の
た
め
地
下
通
路（
住
崎
常

盤
線
）を
通
行
止
め
に
し
ま
す
。

そ
の
間
、迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

徳
山
駅
地
下
道
の

通
行
止
め

み
な
み
銀
座
２
の
地
下
道（
住
崎
町
11

号
線
）、ま
た
は
都
町
１
の
地
下
道（
岡

田
原
築
港
線
）を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

通
行
止
め
期
間

11
月
14
日（
火
）〜

25
日（
土
）、12
月
１
日（
金
）〜
７
日

（
木
）、平
成
19
年
１
月
中
旬
、２
月
中
旬

問
合
せ

中
心
市
街
地
整
備
課
1
27

―
０
０
７
０

お
知
ら
せ

市
観
光
協
会
で
は
、観
光
に
来
た
人

に
、市
の
歴
史
や
文
化
を
正
し
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、観
光
ガ
イ
ド
を
行

う
、市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

の
設
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

対
象

研
修
後
ガ
イ
ド
活
動
が
で
き
る

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド

人（
入
会
し
た
人
を
対
象
に
、数
回
の

研
修
を
予
定
）

申
込
み

11
月
30
日（
木
）ま
で
に
、住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
０
０

４
５
徳
山
港
町
１
―
１
商
工
観
光
課

内
市
観
光
協
会
1
22
―
８
３
７
２
・
5

22
―
８
３
７
５
・e

shoko@
city.shunan.

lg.jp

募
集

ス
ポ
ー
ツ
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女
子（
フ
リ
ー
・
ブ
ロ
ン
ズ
・
シ
ル
バ
ー
・
ゴ
ー
ル

ド
）▼
参
加
料
／
１
人
５
０
０
円
、学
生
２

５
０
円（
連
盟
登
録
者
は
無
料
）▼
申
込

み
／
12
月
７
日（
木
）ま
で
に
、体
育
協
会

新
南
陽
支
部
1
62
―
２
６
７
８

秋
季
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
。
協
会
登
録
者
▼
日
時
／
11
月

26
日（
日
）９
時
〜
▼
場
所
／
新
南
陽
体

育
館
▼
種
目
／
混
合
の
部
・
女
子
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
の
部
▼
参
加
料
／
１
人
５
０
０
円（
協

会
登
録
者
は
無
料
）▼
申
込
み
／
11
月
15

日（
水
）ま
で
に
、参
加
料
を
添
え
て
、体

育
協
会
新
南
陽
支
部
1
62
―
２
６
７
８

市
駅
伝
競
走
大
会

▼
日
時
／
11
月
23
日（
祝
）８
時
〜
▼
場

所
／
陸
上
競
技
場a

▼
部
門
／
小
学
生
、

中
学
生
男
子
・
女
子
、高
校
男
子
、一
般
１

部
・
２
部
、女
子
▼
問
合
せ
／
体
育
協
会

1
28
―
８
３
１
１

ふ
る
さ
と
物
産
展
と
健
康
ま
つ
り

▼
日
時
／
11
月
25
日（
土
）10
時
〜
15
時

30
分
▼
場
所
／
熊
毛
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
そ
の
周
辺
▼
内
容
／
▽
ふ
る
さ
と
物
産

展
…
特
産
品
な
ど
の
販
売
、フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
▽
健
康
ま
つ
り
…
ウ
ル
ト
ラ
健
康

ク
イ
ズ
な
ど
健
康
に
関
す
る
催
し
▼
問
合

せ
／
熊
毛
総
合
支
所
産
業
振
興
課
1
92

―
０
０
１
４
、健
康
増
進
課
熊
毛
分
室
1

92
―
０
０
１
３

鹿
野
図
書
館

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

鹿
野
図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
や
雑

誌
を
、無
料
で
譲
渡
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
11
日（
土
）、12
日（
日
）

９
時
30
分
〜
17
時
▼
譲
渡
冊
数
／
１
人

10
冊
ま
で
▼
問
合
せ
／
鹿
野
図
書
館
1

68
―
４
１
４
１

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

と

く

や

ま

Ｚ
Ｏ
Ｏ

ズ

ー

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ

ク

ラ

ス

▼
日
時
／
11
月
15
日（
水
）14
時
30
分
〜

16
時
▼
場
所
／
徳
山
動
物
園
▼
内
容
／

フ
ク
ロ
ウ
の
観
察
、木
の
葉
や
木
の
実
を
使

っ
て
、フ
ク
ロ
ウ
を
作
る
▼
問
合
せ
／
徳
山

動
物
園
1
22
―
８
６
４
０

紅
葉
の
高
瀬
湖
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク

▼
日
時
／
11
月
18
日（
土
）８
時
45
分
〜

11
時
30
分（
受
付
け
は
８
時
30
分
〜
）▼
集

合
場
所
／
島
地
川
ダ
ム
管
理
支
所
前b

▼

内
容
／
高
瀬
湖b

周
辺
道
を
ご
み
拾
い
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支

所
産
業
振
興
課
1
61
―
４
１
０
８

天
中
止
。▼
場
所
／
バ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
三
丘

c

▼
種
目
／
一
般
男
子
・
女
子
▼
参
加

料
／
１
人
１
７
０
０
円
※
協
会
登
録
者
は

１
２
０
０
円（
食
事
付
き
）▼
申
込
み
／
11

月
10
日（
金
）ま
で
に
、体
育
協
会
新
南
陽

支
部
1
62
―
２
６
７
８
、ま
た
は
熊
毛
支

部（
岩
見
さ
ん
）1
91
―
５
２
９
１
、鹿
野

支
部（
藤
本
さ
ん
）1
68
―
３
１
３
９

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
総
合
大
会

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
す
る
人
。
連
盟
新
南
陽
支
部

登
録
者
▼
日
時
／
12
月
17
日（
日
）８
時

30
分
〜
▼
場
所
／
新
南
陽
体
育
館
▼
種

目
／
男
子（
フ
リ
ー
・
ブ
ロ
ン
ズ
）、ト
リ
ム・

11月の納付
●国民健康保険料　6期
●介護保険料　　　6期

［国民健康保険保険証の更新］9月30日に、国民

健康保険の保険証を一斉に更新しました。まだ更新

が済んでいない人は、早めに連絡をしてください。

問合せ／保険年金課122―8312

募集 市営住宅の入居者

種別 住宅地 住所 戸数 家賃（月額）
公営 若草 若草町3-33 1 23,600～51,900円

高尾 徳山757 2 31,200～68,600円
角の口 大神3-12 1 18,800～41,400円
中溝 富田3044 1 6,100～13,400円
光万寺 河内町10 1 12,000～26,500円
西桝 西桝町4 3 16,900～37,800円
中畷 中畷町11 1 6,200～13,700円
室尾 室尾2-9 2 11,400～43,400円

改良 中溝 富田3044 1 5,900～ 8,500円

入居資格　次のすべてに該当する人●現在、同居または

同居しようとする親族がいる●入居しようとする人全

員の総所得の月割額が次の基準内にある（▽公営／一

般世帯は20万円以下、高齢者世帯・障害者・小学校就

学前の子をもつ人の世帯は26万8,000円以下▽改

良／一般世帯は13万7,000円以下高齢者世帯・障害

者・小学校就学前の子をもつ人の世帯は17万8,000

円以下）●住宅に困っていることが明らか●入居しよう

とする人全員が市町村税（国民健康保険税を除く）を

滞納していない●入居決定時に連帯保証人が2人いる

■募集住宅

※若草、中溝、中畷は単身でも申込み可。（一定の要件あり）

※随時募集の住宅に申込み中の人も申込みができます。

※応募がなかった住宅は、抽選日の後、随時募集の受け

付けを、当分の間行います。

入居時期 12月下旬以降の予定

受付期間 11月1日（水）～15日（水）8時30分～17

時15分（土・日曜日および祝日を除く）

受付場所 本庁、各総合支所の市営住宅担当窓口

問合せ 住宅政策課122―8282

催
し
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【
事
例
】

ス
ー
ツ
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出

し
た
が
、色
が
変
わ
っ
て
返
っ
て

き
た
。
店
に
苦
情
を
言
っ
た
と
こ
ろ
、一

度
店
に
持
ち
帰
り
、対
応
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、も
と
に
戻
ら
な
い
場
合
、ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対

す
る
賠
償
は
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ

賠
償
問
題
協
議
会
が
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ

事
故
賠
償
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

万
一
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
は
、こ

の
賠
償
基
準
を
参
考
に
店
側
と
話
し

合
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、受
け

取
っ
て
か
ら
６
か
月
経
過
す
る
と
、店
は

こ
の
基
準
で
の
賠
償
額
の
支
払
い
を
免

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

賠
償
額
は
、衣
料
品
の
再
取
得
価

格
と
、買
っ
た
日
か
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

出
し
た
日
ま
で
の
経
過
月
数
に
よ
っ
て

補
償
割
合
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
補
償
基
準
が
適
用
さ
れ
る
の

は
、Ｓ
マ
ー
ク
の
表
示
が
あ
る
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
で
す
が
、マ
ー
ク
が
な
い
店
で
も
、

こ
の
基
準
に
沿
っ
て
解
決
を
図
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。（
Ｓ
マ
ー
ク
は
、都
道
府
県

の
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
の
登

録
を
受
け
た
店
舗
に
、表
示
さ
れ
ま
す
）

●
消
費
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
困
り

ご
と
が
あ
る
場
合
は
、ま
ず
相
談
を

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
22
―
８

３
２
１

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
相
談
は
、型
く
ず
れ
、変
色
、紛
失
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
で
す
。
衣
類
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
と
き
は
、事
前
に
染
み
や
汚
れ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、受
け
取
っ
た
後
は
、す
ぐ
に
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活 

の
知
恵 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。

事
前
に
・
返
却
後
・
よ
く
確
認
を

ＱＡ

シリーズ 27

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
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市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

子
ど
も
芸
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
対
象
／
小
学
４
〜
６
年
生
、中
学
生
▼

日
時
／
12
月
10
日（
日
）10
時
〜
16
時
▼

場
所
／
文
化
会
館a

▼
内
容
／
ぼ
く
も

わ
た
し
も
ピ
カ
ソ
お
皿
に
絵
を
か
こ
う
▼

講
師
／
大
井
正
則
さ
ん
・
大
井
美
智
子
さ

ん（
陶
芸
家
）▼
定
員
／
20
人（
応
募
多
数

の
場
合
抽
選
）▼
参
加
料
／
５
０
０
円（
材

料
代
な
ど
）▼
申
込
み
／
11
月
28
日（
火
）

ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
電

話
番
号
を
、往
復
は
が
き
で
、〒
７
４
５
―

０
０
０
６
花
畠
町
10
―
16
美
術
博
物
館

a

1
22
―
８
８
８
０

徳
山
高
専
夢
広
場
の
イ
ベ
ン
ト

パ
ソ
コ
ン
若
葉
相
談
室
ス
ペ
シ
ャ
ル「
年
賀

状
作
成
教
室
」

▼
日
時
／
11
月
25
日

（
土
）14
時
〜
17
時
▼
定
員
／
10
人（
受
付

け
順
）

ク
リ
ス
マ
ス
の
工
作
教
室（
キ
ャ
ン
ド
ル
ス

タ
ン
ド
製
作
）

▼
日
時
／
12
月
２
日

（
土
）
13
時
〜
15
時
▼
参
加
料
／
５
０
０

円
▼
定
員
／
10
人（
受
付
け
順
）

ク
リ
ス
マ
ス
の
工
作
教
室（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
用
い

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
製
作
）

▼
日

時
／
12
月
９
日（
土
）13
時
〜
15
時
▼
参

加
料
／
５
０
０
円
▼
定
員
／
10
人（
受
付

け
順
）

い
ず
れ
も

▼
場
所
／
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

街
あ
いa

▼
申
込
み
／
徳
山
高
専
庶
務

課
▼
問
合
せ
／
商
工
観
光
課
1
22
―
８

３
７
１
、ま
た
は
徳
山
高
専
庶
務
課
1
29

―
６
２
２
７

冬
の
50
㎞
を
歩
く
少
年
の
旅

仲
間
と
一
緒
に
、４
日
間
か
け
て
約
50

㎞
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
長
い
距
離
を
歩
く
意
欲
が
あ
る

小
学
４
〜
６
年
生
▼
開
催
日
／
12
月
25
日

（
月
）〜
28
日（
木
）３
泊
４
日
▼
集
合
場

所
／
美
術
博
物
館
駐
車
場a

▼
定
員
／

40
人
▼
参
加
料
／
７
６
０
０
円（
宿
泊
費
、

食
費
、保
険
料
、写
真
代
な
ど
）▼
申
込

み
／
12
月
11
日（
月
）ま
で
に
、住
所
・
氏

名
・
学
校
名
・
学
年
・
組
・
電
話
番
号
・
参
加

動
機
・
保
護
者
氏
名
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
０
５
１
１
中

須
北
３
１
９
４
大
田
原
自
然
の
家「
冬
の
50

㎞
を
歩
く
少
年
の
旅
」
係
1
・
5
89
―
０
４

６
１
・e

ootabara@
city.shunan.lg.jp

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
ア
レ
ン
ジ
レ
ッ
ス
ン

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日

時
／
11
月
27
日（
月
）10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
／
新
南
陽
公
民
館
▼
定
員
／
10

人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）▼
受
講

料
／
２
０
０
０
円
▼
申
込
み
／
11
月
17
日

（
金
）ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

リ
ー
ス
レ
ッ
ス
ン
希
望
を
、は
が
き
・
電
話
で
、

〒
７
４
６
―
０
０
１
６
中
央
町
４
―
10
新

南
陽
公
民
館
1
63
―
１
１
８
８



道
に
穴
が
開
い
て
い
た

り
、段
差
が
で
き
て
い
た
り

し
ま
す
。ま
た
、落
下
物
や

倒
木
な
ど
が
交
通
を
妨
げ
、

と
て
も
危
険
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、ど
こ
に

知
ら
せ
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

道
路
に
は
、市
が
管
理
す
る
市
道
を
は
じ
め
、

県
が
管
理
す
る
県
道
、国
が
管
理
す
る
国
道
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、市
道
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

で
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
、普
段
か
ら
道
路
課
が
定
期

的
に
巡
回
し
て
維
持
や
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
。

通
行
す
る
上
で
、危
険
と
思

う
場
所
が
あ
る
場
合
は
、道
路

課
に
、知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、誤
っ
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
に
傷
を

付
け
た
場
合
も
、同
様
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

道
路
課
1
61
―
４
４
１
４

■福寿荘正職員の募集

●職種と人数／介護職、1人●対

象／11月1日現在45歳以下で、

高校卒業以上の人●勤務地／特別

養護老人ホーム福寿荘B●採用／

平成19年4月1日●申込み／11

月16日（木）までに、社会福祉法人

新南陽福祉の会事務局167―

2820

■不用な文具を募集

鉛筆などの文具を中国黒龍江省

の小学校に贈りませんか。●募集

期間／11月30日（木）まで●問合

せ／各ライオンズクラブ、徳山

121―4418・徳山中央122―

6500・熊毛191―5600

■石綿による健康被害の救済

石綿ばく露を原因とする疾病に

より死亡した労働者の遺族で、労災

保険法の遺族補償給付を受ける権

利が時効により消滅した人に対し

て、特別遺族給付金が支給されま

す。●問合せ／山口労働局労災補

償課1083―995―0374

■無料きこえの教育相談

●対象／乳幼児とその保護者●期

日／いつでも（休校日は除く）、8時

～17時●場所／県立聾学校（山口

市）●内容／ことばの発達やコミュ

ニケーションの支援、聴力の測定な

ど●問合せ／県立聾学校幼児教育

相談室1083―986―2007

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ
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問
題

ル
ー
ラ
ル
３
１
５
・
３
７
６
フ
ェ
ス

タ
で
、朝
市
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ

れ
る
市
内
の
会
場
数
は
？

q
11
会
場

w
23
会
場

e
37
会
場

応
募
方
法

11
月
15
日（
水
）必
着
で
、

ク
イ
ズ
の
答
え
、市
政
や
広
報
の
記
事
に

対
し
て
の
意
見
・
感
想
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
、は

が
き
で
、〒
７
４
５
―
８
６

５
５
岐
山
通
１
―
１
周
南

市
政
策
調
整
課
広
報
広
聴
担

当
「
ク
イ
ズ
係
」

前
回
の
答
え

w
１
５
８
８
人

応
募
総
数
49
通
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の

人
が
当
選
し
ま
し
た
。
金
清
栄
美
さ
ん
、

杉
村
和
美
さ
ん
、中
村
チ
ヨ
子
さ
ん
、弘

中
悦
子
さ
ん
、吉
木
三
洋
子
さ
ん

正解
者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書カ
ードを

プレ
ゼン
ト

お便り

個人情報の取り扱い

広報「しゅうなん」の募集記

事によって、市が収集した個人

情報については、担当所管で

管理し、収集した業務に限って

使用します。

【火災件数】9件（本年累計 49件）

11月9日（木）から15日（水）までの間、秋季全国火災予防運動が実施されます。

【交通事故件数】●死亡事故0人（本年累計3人）●傷者数316人（本年累計1,102人）

「飲酒したら絶対運転しない」をあたりまえのこととし、飲酒運転を追放しましょう。

市民文化の華を咲かせよう
（11月1日～15日）

■CCS（12チャンネル）
毎日6時・15時・22時

■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分

【人口】155,661人（前月比－72人）

［男］74,893人（前月比－48人）

［女］80,768人（前月比－24人）
●出生87人 ●死亡116人

●転入324人 ●転出367人

【世帯】66,195世帯（前月比－13世帯）

10月1日現在

9月の発生件数

もったいないのススメ
市広報で募集して、多数寄せられたあな

たの「もったいない」から、今回は、お話を１

例を紹介します。

［投稿］18年前嫁ぐ娘に買った洗濯機が

捨てられるところを「もったいない」と憤慨

して持ち帰った。あれから10年今も働き続

けている。モノにはモノの命があるような気

がして、古希を迎える私を勇気付けてくれ

ている。 ―本村千沙子―

この人のように、物に命を感じることも、

「もったいない」につながる大切な気持ち

の一つではないでしょうか。

市政情報番組周南市市政だより

問合せe廃棄物リサイクル課122―8303



　0834-22-8787■周南市文化会館チケット発売情報 

一般より早くチケットが手に入る ・・・ 周南市文化振興財団会員  募集中！！ 

自由な発想で制作された、遊び心いっぱいのピカソのやきもの。今回の展覧会では、皿や
壷、陶板など約１５０点を展示します。天才ピカソの新たな芸術の一面にご期待ください。 

笑い眼の顔 1969年 
C 2006-Succession Pablo Picasso-SPDA(JAPAN)

2006年12月１日（金）～2007年１月21日（日） 
午前９時３０分～午後５時（入館は４時３０分まで） 
月曜日、年末年始（12月29日～１月３日）休館 
〈ただし１月８日（月・祝）開館、翌９日（火）休館〉 

観覧料　一般900円（800円） 大学生600円（500円） 18歳以下無料 
※（　）内は前売り及び２０名以上の団体 
※本展をご鑑賞の際は、常設展も無料でご覧いただけます。 

学芸員によるギャラリートークをおこないます。 
12月２日（土）、12月23日（土・祝）、１月６日（土）、１月20日（土）　各回午後２時～ 
※観覧券をお求めの上、展示室にお集まりください。（参加料無料） http://www.city.shunan.lg.jp/hp/bihaku/

12/２（土）15：00  周南市文化会館 
 プレイガイド　 
文化会館/近鉄松下/演奏堂ほか S席2,500円　A席2,000円　B席1,500円　　              ※文化振興財団会員3００円割引 

2007.２/11（日） 
全席指定1,500円　＊文化振興財団会員割引はありません　※３歳以上有料 

　2001年、スペイン王立セビリヤ交響楽団とともに、文化会
館でアランフェス協奏曲を披露、大反響を呼んだ木村大。翌
2002年からは２年間の英国留学でさらに才能に磨きをかけ、
帰国後もＮＨＫ交響楽団との共演や「ライブ image」ツアーへ
の参加など、広く活躍中。 
　今回のツアータイトルは、『ロンドン・エッセイ』。全曲イギリ
スに由来した楽曲で、英国留学の思い出をギターでたっぷり綴っ
てくれそうです。木村大が紡ぎ出すイギリスの伝統と新しい
風を、心ゆくまでお楽しみください。 

好評発売中 

『ロンドン・エッセイ』 
ギターリサイタル 
イギリス・ギターストーリー 

アメイジング・グレイス（スコットランド民謡） 
グリーンスリーブス（イングランド民謡） 
スカボロ・フェアー（サイモン＆ガーファンクル） 
ユア・ソング（エルトン・ジョン）ほか 

◎文化振興財団会員発売 11/12（日） ◎一般発売 11/19（日）　プレイガイド　文化会館/近鉄松下/演奏堂ほか 

　しまじろう達がやってきたのは、歌や音楽があふれるふしぎな森。ゆかいな森
の住人達や花の妖精との出会い。そして繰り広げられる冒険物語！＜こどもちゃ
れんじ＞でおなじみのしまじろう達が大活躍！ 
　参加性満載の劇場公演に、ご家族そろってお越し下さい。 

 １回目 １３：００ 
２回目 １５：３０ 周南市文化会館 

曲
　
目 

新作！ 

コンサートツアー 
『美しき日本の面影』 

2007.3/24（土）17：00  
周南市文化会館 

開催決定！！ 

さだまさし 
2006～2007

　色彩豊かな季節の中に、出逢いや
別れ、喜びや悲しみを歌う、さだまさし。 
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広
報
し
ゅ
う
な
ん
編
集
／
周
南
市
政
策
調
整
課
〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1 1

0834-22-8232 5
0834-22-8224

F
h
ttp
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w
w
.city.sh

u
n
an
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/
Eメ
ー
ル
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
各
課
の
ペ
ー
ジ
」
か
ら

古
紙
1
0
0
％
再
生
紙
使
用
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